
1 

 

   
 

 チャクラとは、サンスクリット語（古代インド）で、「渦巻く光の輪」を意味する言葉  

人の脊椎に沿うように並ぶ、７つのエネルギーセンターのことで 

 “生命エネルギー送受信の場”  と言われています

私達の世界の８５％が、目に見えないエネルギーで出来ていて 

チャクラは、そのエネルギーを体感し、意識的に活用するための有効なツール！ 

リラックスした状態で、チャクラの階段をのぼっていくことにより、意識が解放され 

“ハートのチャクラ” では、その奥に存在する “本当の自分” 

＝“魂”（自己の最初のハイアーセルフ）との出会いが待っている！ 

とも言われます（*^^*） 

様々な周波数のエネルギー（宇宙の∞のレベルのエネルギー）の窓口であり 

自己の意識を拡大、統合していく素晴らしい “アセンション・ツール” でもあります！ 

まずは、――コップの水を空にする ―― 

中途半端な知識で、ごちゃごちゃになった頭を 

いったんオールクリアして、初心に帰ってスタートです (^^)/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第７チャクラ） サハスラーラ…頭頂 

（第６チャクラ） アージュナー…眉間 

（第５チャクラ） ヴィシュッダ…喉、首のつけ根 

（第４チャクラ） アナーハタ…胸の中心 

（第３チャクラ） マニピューラ…みぞおち 

（第２チャクラ） スヴァディシュターナ…仙骨 

（第１チャクラ） ムーラダーラ…脊椎の基底 
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チャクラには、それぞれを象徴する が存在します 

美しい花や景色など、キレイな色に触れると、それだけで心がウキウキしてきます 

と想像してみると 

そう考えると確かに、様々な色（光線）は、“活力の源” 

素晴らしい “生命エネルギー” であることがわかります！ 

人は、目に見える「肉体」に重なるようにして、「エネルギー体」と言われるものが存在し 

チャクラは、その「エネルギー体」の真ん中を通る 

脊椎の様な柱＝「スシュムナー」の中にあると言われます 

「肉体」は、地上で人が生きていくための、大切な入れ物（乗り物）ですが 

「エネルギー体」の中心、“ハートセンター”の奥には 

 真の自己であり、永遠の本体である が存在します！ 

であり、 で出来ていて 

その分光（別れ出た光）が、 です 

7 色の光線を生み出す、 を持つのが 

私達、 なのです(*^^)v 

なんとステキ💛で、力強いことでしょう！! 
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自身が根源の光のポータル、クリスタルの光の神殿であることがイメージできると 

チャクラに対する感じ方が、これまでと違う気がします 

今まではどちらかというと、良いエネルギーをめいっぱい取り込んで 

より活動的に、美しくなりたい！という受動的なものでしたが 

心の奥に眠っていた本当の自分が、むくむくと起き上がってくる感じです！！ 

真の自己＝“魂”（宇宙、5 次元以上）が、 

愛のエネルギーセンターである “ハート” （地球、4 次元）へと降りてきて 

ハートで響き合う、“ 愛の星 地球 ” がはじまる～～！! 

わ～～い＼(^o^)／ 

 

えっ？?  

   「 それが、やりたかったんだーーー！！！！！」  

って叫ぶ声が、 

上の方…？ 私の中心（ハート）？ から、大音量で聞こえてきます？！ 

全宇宙（高次とハイアーセルフ連合）の声であり、私の魂の声でもあるようです！ 

 

 

本当にわかった気がしました！ 

胸の中心から、熱い思いがあふれ、ウルウルしてきます 

（*^^*） 

 

各チャクラの色の違いは、対応するエネルギーの周波数が異なる為で 

ハートセンターに感じる色は、人それぞれであると言われます 

“ハート” は、 の宇宙へとつながる 

“ ！！” と言われることが 
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私のハートセンターも、その時々によって違う感じがします 

地球全体の事を思う時は「緑や青」、大切な人を包み込む時は「ピンク」 

絶対に貫きたい愛の思いは「赤」です 

チャクラは、∞の色彩（生命エネルギー）を生かす個性の場 

自身のハイアーセルフや宇宙高次との、コ・クリエーションによって 

それぞれの願い（ミッション）を実現させる、大切な宇宙の窓口なのだと思います！ 

 

チャクラには、それぞれに対応する、身体の部位や内分泌腺、神経叢があり 

感情や精神とも、密接に関係していると言われます 

 

『 内分泌系は、肉体をコントロールする重要なメカニズム。 

複数の内分泌腺があり、ホルモンと呼ばれる天然の化学物質をつくっていて 

それぞれの臓器から血液中に分泌され、肉体の働きを刺激したり、抑制したりする。 

自律神経系とともに、特定の要求に応じてホルモンの分泌量を調節し、健康状態を保つ。 

ひとつのチャクラのバランスが崩れると、他のチャクラに影響を及ぼすのと同じく 

神経系と内分泌系は機能上、互いに関連しあっており 

一カ所に何らかの障害があれば、他の箇所の不調を引き起こしかねない。』 

（ 『チャクラとヒーリング』 リズ・シンプソン より引用） 

 

健康であるためには、体内のすべてとの調和、バランスが重要で 

これらの事を、私達は日々、無意識のうちに行っています 

小さな自分（顕在意識）では考えられない、とても繊細で高度な業であり 

人体は “ミクロコスモス”（小宇宙）と言われるように 

人とは、自らが思っているよりも、遥かに素晴らしい存在なのだと思います(^^)/ 

そして、 
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 中今の自身の感覚で、チャレンジです (^^)/ 

まずは、リラックス＆クリスタル。。。 

美しいクリスタルの、根源の光のチャクラを、 

基底から頭頂へと、順に上がっていく、大ざっぱな感覚としては 

基底（第１）のチャクラでは、地中のマグマのような、うごめくエネルギーの塊を感じ 

第２チャクラでは、そのエネルギーが地表を横へと、拡大していく感じがします 

 第３チャクラでは、さらに上昇、四方八方への広がりを感じ

第 4 チャクラでは、全てが無くなってしまったような… 無、ゼロ？ですが 

「何もない」ではなく、 “∞”や “普遍” という感じです 

第５チャクラでは、地球を飛び出して、宇宙空間をどこまでも広がっていく感じがします 

第６チャクラでは、宇宙の中心を覗いているような。。。 

第７チャクラでは、今ここに、宇宙のすべてが存在し、すべてを観ているような感覚 

“完結”という言葉が浮かんできます 

 

 

 

 ●（第１チャクラ）● 

ムーラダーラ、ベースチャクラ、ルートチャクラ 

存在する位置 ： 脊椎の基底 

色 ： 赤 

キーワード ： 生活力、本能、グラウディング、生命の根源（愛） 

知覚 ： 嗅覚 

元素 ： 土 

体の部位 ： 骨、足、腸等 

内分泌腺 ： 副腎 

（人には、ストレスに対して、「攻撃するか、逃避するか」と、本能的に身構える反応があり 

それを司るホルモン＝アドレナリンが分泌されるところでもある） 

 

（第 1 チャクラで感じる事） 
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第 1のチャクラには、「クンダリニー」が存在するといわれます 

チャクラに眠っている根源的生命エネルギーで 

サンスクリット語で「螺旋を有するもの」という意味を持ち 

活性化すると、脊椎の周りを、トグロを巻く蛇のように螺旋上昇し 

各チャクラを目覚めさせ、頭頂を突き抜けて、宇宙との一体化、覚醒へと至るそうです 

地上セルフの人格形成にともない、自然と上昇していくのがベストで 

不用意に活性化させると、身体的、精神的に 

とても大きなダメージを受ける可能性があるとの事です 

どんなに素晴らしい力も、それ生かす事の出来る、人間性の向上が第一であり 

数多くの転生によって、それを磨いてきたのが 

今、地上に集結した、真の「ライトワーカー」なのだと思います！ 

   “クンダリニー”＝“根源の神の、愛の意志の第一光線” 目覚めの時です！

 

 

 

●（第２チャクラ）● 

スヴァディシュターナ、セイクラルチャクラ 

存在する位置 ： 仙骨、丹田 

色 ： 橙 

キーワード ： 創造性、情熱、感情、超感覚、セクシュアリティ 

感覚 ： 味覚 

元素 ： 水 

体の部位 ： 性器、膀胱、前立腺、子宮等 

内分泌腺 ： 卵巣、精巣 

 

（第２チャクラで感じる事） 

“黎明”という言葉とともに、太陽となった？地球が浮かびました！ 

地中で凝縮された、赤い命の塊がほぐれて、拡がっていくかのような 

明るく伸びやかな、オレンジ色の光の世界を感じます 

シンプルに、みんな誰かの喜ぶ顔がみたくて、毎日頑張っているーー！（*^^*） 

生きる事は、喜びの輪の拡大、それが “創造” なのだと思います 
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ずっと昔住んでいた、懐かしい太陽の国の記憶――？ 

大陸が丸ごとそこに眠っているかのような、はかり知れない潜在力を感じます 

自己（＝他者）を信頼することによって生まれる、素直な感情表現が 

個性、情熱となり、豊かな創造性へとつながっていく 

ダイナミックな創造の大地を感じます 

 

 

 

●（第３チャクラ）● 

マニピューラ、ソーラープレクサスチャクラ 

存在する位置 ： みぞおち 

色 ： 黄 

キーワード ： 自己実現力、意志力、活力、歓喜 

感覚 ： 視覚 

体の部位 ： 消化器系、筋肉等 

元素 ： 火 

内分泌腺 ： 膵臓 

 

（第３のチャクラで感じる事） 

「私は、太陽だー！！」と叫びたくなるような感覚 

いつも感じていた光景は、胸の前で手を組み、ひざまずいて天を仰ぐ 

 恍惚とした表情の人の姿――

一人ひとりが輝く太陽として、自信と喜びに溢れる大地！ 

すべての為の個（自己）であり、個の為の全てであるという 

大いなる源（太陽）への感謝の心、あらゆるすべてとの一体感が 

∞の喜びと、生きるパワーを生み出していく 

大歓喜の世界を感じます 

（*^^*） 
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●（第４チャクラ）● 

 アナーハタ、ハートチャクラ

存在する位置 ： 胸の中央 

色 ： 緑 

キーワード ： 無条件の愛、調和力 

元素 ： 空気 

感覚 ： 触覚 

体の部位 ： 循環器、胸、心臓、肺等 

内分泌腺 ： 胸腺 

 

（第４のチャ  

 

 

 

 鮮やかな緑のハートが現れて、それが太陽の光にキラキラと輝く  

“双葉”へと変わるビジョンがみえました！ 

ファンタスティックで、メルヘンチックな、アンドロメダ銀河への入口？  

春の訪れを告げる新芽のような、無邪気な子供の笑顔のような 

瑞々しく柔らかな、エメラルドグリーンの光の世界を感じます 

全てがニュートラル  “０”＝∞ 

あらゆるものと響きあい、調和して生きていくことの喜び ―― 

自分の中心が、宇宙のあらゆる全ての中心であり、安らぎだけが存在する 

“愛”という言葉さえ、生まれる前の世界―- 

純粋で、清らかな、クリスタルで出来た“本当の自分の住処” 
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●（第５チャクラ）● 

ヴィシュッダ、スロートチャクラ 

存在する位置 ： 喉元 

色 ： 青 

キーワード ： コミュニケーション力、自己表現力 

感覚 ： 聴覚 

 元素 ： エーテル  

体の部位 ： 口、喉、耳等 

内分泌腺 ： 甲状腺 

 

（第５チャクラで感じる事） 

重力が無くなってしまったかのような軽やかさ、開放感を覚えます 

すべてを浄化するブルーの光が、次元の壁を切り開き、波紋のように広がっていきます 

“真実（愛と美と叡智）の海”のような、宇宙空間にたどり着いてしまった――？ 

この美しい真実を、自身の言葉で表現し、伝えることが出来たら、きっと、とても幸せ！ 

ハートとの によって生まれる 響き愛 の住む世界？ “言霊”
 

心の底まで見えてしまうのでは？と感じる程、限りなく美しいクリスタルの空間を感じ 

ふと、「テレパシー」という言葉が浮かびました 

それは特別な能力ではなく、雑音（雑念）がまったくない状態 

エネルギー（思い）が、他の何かによって屈折したり、弱められたりすることなく 

１００％ストレートに伝わっている状態を指すのでは？と感じました 
 

ハートから上へは、ハイアーセルフと共に上っていく、とも言われますが 

何故か、「自由の女神像」が観え、そこから、ジャンヌダルク？が浮かびました 

そういえば、一度きりの海外旅行、選んだのがフランス。。。 

その時は全く意識していませんでしたが、何かつながりがあるのかもしれません 

チャクラは、ワクワク・タイムマシーン？！（*^^*） 

 

地球に張り巡らされていた、バリアのようなものがなくなって 

宇宙に溶け込んでいく感じがしています 
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●（第6チャクラ）● 

アージュナー、ブラウンチャクラ 

存在する位置 ： 眉間 

色 ： 藍、青紫 

キーワード ： 直観、理解力、智慧、スピリチュアリティ 

感覚 ： 第六感 

元素 ： 光、テレパシー 

体の部位 ： 頭蓋骨下部等 

内分泌腺 ： 下垂体 

 

ムズムズ、じ～ん、という感覚があり 

潜在的に、一番活動的なのでは？と感じていたチャクラです 

中今ハートとつながっていて、ハートの思いを形にする為に、どうすれば・・・？と 

その方法を、一生懸命考えている場所？（笑）のような気がします 

浮かんだ言葉が、「コングラチュレーション！」 

愛と光溢れる、アクエリアス時代の幕開け 

新しい地球と、自身に贈られている、祝福のメッセージのような気がします！ 

2017 年の春分の日を過ぎた頃、地元石川（金沢）の有名な茶屋街にある 

小さな美術館を訪れた時の事を、思いだしました 

２階のはなれへとたどり着いた時、言葉にならない衝撃を受け 

しばらくその場を離れることが出来ませんでした 

初めて見る、目にも鮮やかな “群青色の壁” で覆われた空間でした 

何故か、とても晴れやかな気持ちがして 

とうとうここまできてしまった――、という時空を超越した？感慨を覚え 

帰宅後、ネットで調べてみました 

「加賀の群青壁」と呼ばれる、金沢では最も高貴とされる部屋の造りで、 

江戸時代とても高価であった “ラピスラズリ” を顔料としているとのことでした 
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“ラピスラズリ”（瑠璃）とは、水晶と並んで、パワーストーンのはじまりとも言われる石で 

最高の幸運を呼ぶ、「聖なる石」であるようですが、 

目先の幸運ではなく、多くのことを乗り越え、進化していく、魂の厳しい導き手―― 

とあるのをみて、私がずっと “白山”（ハイアーセルフ） に感じていた思い 

そのままが表現されていることに、感動と驚きでした 

「群青の間」の衝撃は、ハイアーセルフとの邂逅？！ 

そして今、チャクラの階段を昇っていく意味 

＝“霊性の進化” について、より深く、理解する事ができたような気がします！ 

ずっと一緒にいた感じのする、ロイヤルブルーのマスターとは？ 

サナートクマラ、エル・モリヤ、菊理姫、観音、メタトロン、セント・ジャーメイン。。。 

（知ってる天界名全部？ ）^o^(笑) 

あなたのお名前（のようなもの）を、教えていただけませんか？ 

と質問してみました(^^)/ 

いつものように（笑）、これがそうかしら？の回答 

ある日、浮かんできた思いを言葉にすると、 

「私が誰かをしる必要はない。もし、名前をあげれば、 

その名前によって、他の誰かの知識、経験を探し集め、 

自身のものであるように錯覚し、力を限定するであろう。 

あらゆるものは、常に変わり続け、進化し続けている。 

決まった私など、どこにも存在せず、∞の可能性が、 

共にあるだけである。」という事で。。。 了解しました！ 

（*^^*） 

第６チャクラで感じる “叡智の光”は、深い“愛”の上にあることを、強く感じます 

 

 

 

●（第７チャクラ）● 

サハスラーラ、クラウンチャクラ 
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存在する位置 ： 頭頂 

色 ： 紫、金、白 

キーワード ： 宇宙意識、人類愛 

感覚 ： 統合、超越 

元素 ： 思考、宇宙エネルギー 

体の部位 ： 頭蓋骨上部、大脳皮質、皮膚等 

内分泌腺 ： 松果体 

（肉体的、情緒的、精神的な自己が、効果的に機能するための 

コントロールセンターの働きをもつ） 

 

  

昨日は、頭頂がしびれる感じがして、 

モワモワとした白い煙のようなものが出てきて 

頭の天辺に、白い光の花（ホワイトロータス）が咲いたような気がしました！ 

（今更ですが、私は大丈夫でしょうか。。。？笑） 

 

他のチャクラでは、中心から飛び出す無数の矢のような 

何かに向かっていく、力強い光線（波動性？天界）を感じていましたが 

第７チャクラでは、全てを含む完成された “球体の光”（粒子性？神界）というか 

光の輪の中心＝全体であり、とても静かだけれど 

おそろしく莫大なパワーをもつ “究極の光”（根源の光、フォトン）のような感じです！ 

私は、これまで順に上ってきたチャクラ（全身）のすべてを、包み込んでしまう 

 “究極の光” であり、同時に、地球そのもののようでもあり 

愛しさが、胸（地球）の中心から、とめどもなく溢れてきます 

地球は、決して誰も冒すことのできない、宇宙創造主の “美しい魂の響き――” 

膨大な愛のエネルギーの、結晶なのかもしれない。。。と思いました 

第６チャクラとつながっている気がしていましたが 

中今、光の輪というより、巨大な空洞のようにも感じられ 

頭頂より下への突貫工事がさらに進み、胸のあたりまで貫通している？（笑） 

感じがします （*^^*） 
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サハスラーラに感じる “白い光” は、とても微か、繊細―― 

私達が目にするカラフルな色彩のすべてが “白”から生まれていることが 

ちょっと腑に落ちない私でしたが、微細、純粋であるがゆえに 

∞のつながりを生み出し、莫大な可能性が広がっていく（多彩となる）のでは？と思いました 

そして、涙が零れ落ちそうになるほど、ただただ、優しくて、あたたかい。。。 

この真っ白な世界（魂）の真ん中に、一番最初に、何かが生まれるとするならば 

真っ赤＝“根源の究極の愛”しかない 

新しい地球は、そこからはじまっている！！そう感じます！（*^^*） 
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自身が、どこの何ものなのか？わからなくなる時があります 

ずっと当たり前の事として生きてきた、３D 社会（現実社会）のルールである 

時間や空間という足場が、なくなっている事に気付くからです 

そして、“センタリング”と“グラウディング”という 

アセンションの基本の重要性に、改めて気付きました！ 

自分にとって、何が一番大切か？＝センタリング 

その為に、何（どこにいる事）が必要か＝グラウディングがなければ 

宇宙の真ん中に、ただフワフワと浮かんでいる、クラゲのようなものでした 

私は、本来すべての人の中にある、 

誰にとっても最も大切で、宇宙最大の力でもある “根源の愛” が 

感動と喜びの体験によって目覚め、拡がっていくこと 

地球が、その愛で一つとなって、広大な宇宙の“愛と美と叡智の楽園”となる事 

そのために、地上にしっかりと立ち（グラウディング） 

根源の究極の愛（センタリング）を、全力で叫びたい！！ 

それは、私達の未来セルフでもある、全宇宙の願いでもあり 

“根源の光のチャクラ”は、その為にある！！！ 

 そう思います！！ 

 

チャクラに取り組んで実感した事は、 

人（体）とは、“地球のひな形” であり、真に宇宙とつながっているということ！ 

その中心（ハートと魂）にあるのは、あらゆるすべての命（愛）の源 

“根源の愛の太陽” だった！！ 

 ということです 

チャクラは、その根源の愛の実践の場！！ 

根源の光は、すべてに平等に降り注ぐ光であり 

愛によってのみ開かれ、生かされていくものであると思います 

日戸として、根源太陽から贈られる、∞の生命エネルギーのポータルとなり 

他のあらゆるものへと循環させ、共鳴・拡大し 

喜びと活力溢れる世界を、みんなで創造していく為のものと感じます！ 

チャクラに取り組んでいると 
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（共鳴の法則） 

そして中今は、贈ったものが、何倍にもなって返ってくる 

宇宙史最大のアセンションの時と言われます！ 

 

まずは、イメージすることからですが 

自分が発するところにしか、共鳴はないし、課題も観えてこないと思います 

そして、他にばかり意識が向きがちですが、雛形である自分を大切にすることは、 

他を大切にする事なのだと、改めて思いました 

「～ねばならない」 という思いは、本当の自分＝“愛と光”ではないと言われます！ 

ハートと魂の声＝ワクワクを忘れずに、続けていきたいと思います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピッカピッカ根源 一年生～～！！（*^^*） ２０１７．９．２３（１０．１２） 善美 rumines 

宇宙唯一の法則 


